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また、それだけでなく、現代の医学でわかっていることとわかっていな
いこと、また、心配「すべきこと」と心配しても「仕方ないこと」までも、明
確にしてくれています。
不確定要素の大きなところがある不妊治療では、自分の状況を正し
く把握することは、不要なストレスの軽減にもなり、とても大切なことだ
と思います。
例えば、意を決して採卵に臨んだけれども、「変性卵」や「未熟卵」だ
った、やっぱり、自分の卵はダメなんだと落ち込んでいる女性たちか
ら、これまで、私たちのところに数え切れないくらいの相談が寄せられ
ています。
浅田先生は、「変性卵は若い人にもあり、年齢が高くなると増えると
いうこともありません。こうしたものが混じるのは自然の摂理で、しか
たがないことなのです。」（P.185）、また、「未塾卵についていえば、卵
子の質が悪いわけではありません。体外受精の技術がまだ至らなく
て、早く採卵しすぎてしまっているのです。未熟卵をまったくなくすこと
はできませんが、医師が採卵のタイミングをよく考えれば、減らすこと
はできるものです。」（P.185）と書かれています。
このような知識があれば、気持ちも次に進めるようになるに違いあり
ません。この「差」、すなわち、知らないままか、知っているかは、とても
大きいように思います。
お二人と日頃から直接お話をさせていただく機会がある私の個人
的な感想を述べると、浅田先生の、第一人者としての豊富な臨床経
験と、河合さんの深い取材経験から得られた問題意識や視点、すな
わち、どんな情報が伝わりにくいのか、どんなところが理解されづらい
のかということを大切にされて書かれたのだと感じました。

自分にあった不妊治療を選ぶために
現代の不妊治療は「とても変化の早い最先端分野であり、まだ『これ
が正しい唯一の方法だ』と言えるものがない」（P.5）、また、「誰にでも
良い魔法の治療はない」（P.239）と書かれています。
さらに、「日本は、高度生殖医療の実施件数は世界で第１位」である
一方で、「１回の採卵あたりの出産率が世界で最低レベル」であり、
「妊娠できない不妊治療が大量に行われている」（P.28-29）という、
ショッキングな事実も明らかにされています。
そのことを河合さんは「英国では国の機関による適正な不妊治療の
診療ガイドラインがあること、また、米国では国の事業として施設ごと
の妊娠成績が公開されている」ことを引き合いに出され、なのに、日
本では「国民が科学的な根拠のある医療を受けるための国の仕組
みがあまりにも弱いことが関係していると思う」とあとがきに書かれて
います。
だからこそ、お二人は「最新の知識をもって、自分に合った不妊治療
を選んでほしい、そして、大変な不妊治療は早く卒業してほしい」とい
う願いを込めて、この本を書いたと締めくくられています。
今から不妊治療を受けようと考えているカップル、現在、不妊治療を
受けているカップルは、「絶対」と、断言してもいいくらい読んでおくべ
き本だと思います。

「現代の」不妊治療の教科書
読み終えて真っ先に思ったのは、この本は「現代の不妊治療」の教
科書だということです。そういう意味で、今から不妊治療を受けようと
考えているカップル、そして、現在、不妊治療を受けているカップルは、
読んでおくべき本であると思います。
それほどに、不妊治療を取り巻く状況が変化しています。
まずは、従来の不妊治療は「検査で不妊の理由を探し出して、それを
補うような治療を行うこと」（P.19）でした。現代でも、そのような不妊
治療は行われてはいますが、「不妊治療全体の中の一部」（P.19）に
なり、「現代の不妊治療は加齢と闘う医療になった」（P.20）ということ
です。要するに、不妊治療に求められるものの「変化」です。もちろん、
このことの背景には子どもを持とうとする女性の高齢化があります。
もう一つ。不妊治療は「技術の進歩によって次々にめまぐるしく変化」
（P.210)しているということ。
それらの大きな二つの変化によって、従来、常識とされていたことが、
現代ではそうではなくなっていたり、施設間の技術や情報をはじめと
するいろいろな面の格差も広がりつつあるようにも見えます。
だからこそ、納得のいく治療を受けるためには、当然のことですが、最
新の情報や情報のアップデイト、そして、「現代の不妊治療」を正しく
理解することが必須だと思います。これがこの本をお勧めしたい第一
の理由です。

医師の目とジャーナリストの目で
この本の２つ目の特徴は医師とジャーナリストという立場を異にする
お二人の共著なので、現代の不妊治療についての高度、かつ、深い
内容が本当にわかりやすく読めるということです。
そもそも、最新の医学情報ですから、難しくて当たり前なのですが、そ
れらが語りかけられるように書かれています。
たとえば、複雑なホルモンの働きやホルモンや薬が使われる理由が、
おもしろいように理解でき、腑に落ちます。

今月は、講談社のブルーバックスから7月20日に発売された本、「不妊治療を考えたら読む本　科学でわかる『妊娠への近道』」
をご紹介いたします。名古屋の浅田レディースクリニック理事長の浅田義正先生と出産ジャーナリストの河合蘭さんの共著です。ま
さに、「現代の」不妊治療の教科書と言える本だと思います。不妊治療に臨む全てのカップルにお勧めします。
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